
13． Michigan Hand Outcomes Questionnaire（MHQ）  推奨グレート A 
 
Michigan Hand Outcomes Questionnaire（MHQ） は，University of Michiganで開発され
た⼿の包括的な健康関連QOL 評価尺度であり１），(1)全般的な⼿の機能，(2)⽇常⽣活動
作(ADL)，(3)疼痛，(4)仕事，(5)整容，(6)⼿の機能に対する患者の満⾜度を６項⽬によ
り構成されている，この評価は，全部で72 問，所要時間は15分，左右に分けて点数を算
出することができる．機能評価だけでなく，⽇常⽣活で使える⼿か，さらに整容⾯まで評
価している点が特徴である1,2)．また，短縮版MHQ（Brief MHQ）として，12項⽬版も開
発され，それぞれの項⽬を効果量Effect size（ES）という数値に換算して評価する．ES
は，治療法の効果の⼤きさであり，数値が⼤きいほど，その治療法は有効とされる3)．近
年では， MHQ，Brief MHQの信頼性，有効性，および反応性は⼗分に研究され，10⾔語
に翻訳されている4）．また，関節リウマチ（RA），⼿根管症候群，橈⾻遠位端⾻折，脳性
⿇痺などの患者において機能評価に⽤いられている4）．⽇本語版MHQ（MHQ-J）を使⽤
するためには，ミシガン⼤学に使⽤ライセンスの申請が必要となる5)．また，臨床的に意
義のある最⼩変化量（MCID：Minimal Clinically Important Difference）が計算されてい
る6)． 
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